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子育保育園では７月7日、七夕まつり会が開催され
ました。
この日は園児のおじいさんおばあさんが招待され、

玄関に飾られた笹飾りから、子どもたちと一緒に願い
ごとの書かれた短冊を探していました。
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競
技
後
は
団
体
表
彰
の
他
に
、

個
人
表
彰
も
行
な
わ
れ
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
か
ら
は
、
指
揮
者
・
佐
々

木
永
幸
さ
ん
、
１
番
員
・
竹
内
正

昭
さ
ん
、
２
番
員
・
宮
内
貴
さ
ん

が
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
か
ら
は

３
番
員
・
林
洋
仁
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
選
手
（
敬
称
略
）〔
第
６

分
団
〕
指
揮
者
・
佐
々
木
永
幸
、

１
番
員
・
竹
内
正
昭
、
２
番
員
・

宮
内
貴
、
３
番
員
・
市
川
剛
、
補

助
員
・
橋
本
昭
紀
〔
第
８
分
団
〕

指
揮
者
・
横
坂
晃
、
１
番
員
・
横

坂
直
幸
、
２
番
員
・
横
坂
和
佳
、

３
番
員
・
林
洋
仁
、
４
番
員
・
奈

良
浩
、
補
助
員
・
横
坂
均

平
成
19
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
６
月
３
日
、

沼
田
公
園
で
行
な
わ
れ
、
村
の
代

表
と
し
て
第
６
分
団
と
第
８
分
団

が
出
場
。
第
６
分
団
が
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
優
勝
、
第
８
分
団
が
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
３
位
と
大
健

闘
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
小
型
ポ
ン

プ
の
部
は
、
昨
年
の
第
10
分
団
の

優
勝
に
引
き
続
き
、
大
会
２
連
覇

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
は
、

消
防
機
械
器
具
の
取
り
扱
い
や
操

作
の
技
術
を
競
い
合
う
も
の
で
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
利
根
沼
田
各
市
町

村
か
ら
18
の
分
団
が
競
技
会
に
出

場
、
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

正確・迅速なポンプ操法で実力を発揮した第６分団 小型ポンプの部で見事優勝した第６分団のみなさん

自動車ポンプの部で第３位と健闘した第８分団のみなさん 日頃の練習の成果を披露する第８分団

第
６
分
団
が
優
勝
、

第
８
分
団
が
第
３
位

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
大
会
２
連
覇
、
個

人
表
彰
は
村
内
か
ら
４
人
が
選
ば
れ
る

利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
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「
千
年
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ェ
イ
ウ
ィ
ン
グ
ス
」

横浜FC奥寺会長と行った初げりで見事なパスを披露する園児

６月30日にはオープン記念として200人を超える人たちが人工芝のコ
ートでサッカーを楽しんだ（写真は利根沼田の４年生による紅白戦）

160人が利用可能な合宿棟（写真は６人部屋の様子）

関係者によって行われたテープカット

サ
ッ
カ
ー
合
宿
施
設
が

「
千
年
の
森
」
に
完
成

松
ノ
木
平
桜
地
区
の
「
千
年
の

森
」
で
、
株
式
会
社
タ
ウ
ザ
ン
ト

ヴ
ァ
ル
ト
（
李り

済
華

じ
ぇ
い
ふ
ぁ

社
長
）
に

よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
サ

ッ
カ
ー
合
宿
施
設
「
千
年
の
森
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ジ
ェ
イ
ウ
イ

ン
グ
ス
」
の
竣
工
式
が
６
月
29
日
、

同
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
１
部
リ
ー
グ

（
J1
）
・
横
浜
Ｆ
Ｃ
の
奥
寺
康
彦

会
長
が
村
の
保
育
園
児
５
人
と
初

げ
り
を
披
露
。

こ
の
施
設
は
、
本
格
的
な
サ
ッ

カ
ー
の
合
宿
施
設
と
し
て
、
天
然

芝
・
人
工
芝
の
コ
ー
ト
が
各
１

面
、
160
人
宿
泊
可
能
な
合
宿
棟
な

ど
が
あ
り
、
施
設
の
管
理
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ジ
ェ
イ
ウ
イ
ン
グ
ス
」

（
伊
藤
長
三
郎
理
事
長
）
が
行
な

い
ま
す
。

式典では、「施設
の役に立てば」と、
古民家を提供され
た池原の林良昭さ
ん（写真右）に感
謝状が贈呈されま
した。
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国
の
医
療
制
度
改
革
の
一
つ
と

し
て
発
足
し
た
制
度
で
、
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
よ
う

に
、
独
立
し
た
保
険
制
度
に
な
り

ま
す
。

群
馬
県
内
全
38
市
町
村
が
加
入

す
る
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
運
営
し
ま
す
。

群
馬
県
内
に
住
む
、
75
歳
以

上
の
す
べ
て
の
方
と
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
、
一
定
の
障
害
の
あ

る
方
（
こ
の
方
た
ち
を
「
後
期
高

齢
者
」
と
い
い
ま
す
）
が
、
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
健
康
保
険
組
合
や
共

済
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
も
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

現
行
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、

老
人
医
療
受
給
者
証
が
１
人
に
１

枚
交
付
さ
れ
、
そ
の
他
に
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
な
ど
）
か
ら
世
帯

に
１
枚
ま
た
は
１
人
に
１
枚
保
険

証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で

は
保
険
証
の
み
が
１
人
に
１
枚
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
、
一

般
の
方
は
１
割
負
担
、
現
役
並
み

所
得
の
方
は
３
割
負
担
と
な
り
ま

す
。保

険
加
入
者
が
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
都
道
府
県
の

広
域
連
合
ご
と
に
保
険
料
率
が
決

め
ら
れ
ま
す
。

高
額
医
療
費
な
ど
の
給
付
に
つ

い
て
は
、
老
人
保
健
制
度
と
同
様

に
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
自
己
負
担
額
と
の
合
算
に
よ

る
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
な

ど
も
、
新
設
さ
れ
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を

運
営
し
、
被
保
険
者
の
資
格
認

定
・
管
理
や
保
険
証
の
交
付
、
保

75
歳
以
上
の
方
の
医
療

保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
と
は
？

現
行
の
老
人
保
健
制
度

と
の
違
い
は
？

◆
運
営
に
つ
い
て

◆
保
険
証

◆
医
療
機
関
で
の
個
人
負
担

◆
保
険
料
の
負
担

◆
高
額
医
療
費
な
ど
の
給
付

◆
対
象
と
な
る
方

広
域
連
合
と

市
町
村
の
役
割

◆
広
域
連
合
の
役
割

自己負担限度額までになります
自己負担限度額（月額）
区　分

上位所
得　者

基礎控除後の所
得が600万円を
超える世帯

１％ ＋150,000円 83,400円

44,400円

24,600円

※

１％ ＋80,100円

35,400円

※上位所得者と非
課税以外の世帯

村民税非課税世
帯

一　般

非課税

基　準 ３回目まで ４回目以降

■交付申請の受け付け
役場保健福祉課保険係で交付申請を受け付けます。

■注意点
「限度額適用認定証」の交付を受けている方は、

７月31日で期限切れとなりますので再度申請する必
要があります。
国民健康保険税を滞納していると、「限度額適用認

定証」が交付されない場合があります。
■問い合わせ先
役場保健福祉課　保険係　1２４－５１１１（内

線27）

※社会保険などの、他の保険でも「限度額適用認
定証」の交付を受けることができます。それぞれの
保険の保険者（社会保険事務所など）にお問い合わ
せください。

※１％は、医療費から一定の額（上位所得者は500,000円、
一般は267,000円）を差し引いた金額の１％

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

~~~~~~~~~~~



5

険
料
の
決
定
や
医
療
を
受
け
た
と

き
の
給
付
、な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

申
請
や
届
出
書
の
受
け
付
け
、

保
険
料
の
徴
収
や
引
き
渡
し
な
ど

の
窓
口
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
や
減
額

認
定
証
等
（
平
成
19
年
度
中
に
発

行
さ
れ
る
も
の
を
含
み
ま
す
）は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
使

用
で
き
な
く
な
り
、
翌
日
の
４
月

１
日
か
ら
は
、「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
の
保
険
証
や
減
額
認
定

証
を
使
用
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
に
該
当
す
る
年
齢

に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
や
減

額
認
定
証
等
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
社
会
保
険
な
ど
の

扶
養
を
受
け
て
い
る
方
で
保
険
料

の
負
担
が
な
か
っ
た
高
齢
者
も
含

め
、
全
て
の
保
険
加
入
者
が
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
保
険
加
入
者
全
員

の
人
数
割
り
で
均
等
に
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
保
険
加
入
者
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
と
が
あ
り
、
そ
の
合
計
が

保
険
料
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
の
所

得
水
準
に
応
じ
て
、「
均
等
割
額
」

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
特
別
徴
収
…
年
金
を
年
額
18
万

円
以
上
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、

原
則
と
し
て
年
金
天
引
き
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と

合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収
…
特
別
徴
収
の
対
象

外
の
方
や
事
情
に
よ
り
特
別
徴
収

さ
れ
な
い
方
は
、
納
付
書
や
口
座

振
り
込
み
な
ど
に
よ
り
、
市
町
村

に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
記
載
内
容
は
現
時
点
で
の
も
の

で
、
今
後
変
更
等
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
に
よ
り
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
務
局
　
1
０
２
７
―
２
５

６
―
７
１
７
１
ま
た
は
、
昭
和
村

役
場
保
健
福
祉
課
保
険
係
２
４
―

５
１
１
１
（
内
線
27
）

◆
市
町
村
の
役
割

◆
保
険
料
の
軽
減
措
置

◆
保
険
料
の
徴
収

保
険
証
や
減
額
認
定
証

な
ど
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に

後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
い
る
方

◆
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に

後
期
高
齢
者
に
な
ら
れ
る
方

保
険
料に

つ
い
て

◆
保
険
料
の
算
定

70歳未満の方の入院時の医療費の支払いが
平成19年４月から、国民健康保険に加入している70歳未満の方が入院されたとき、病院などの医療機関

で「限度額適用認定証」を提示することで、支払う額が月単位で一定の額（自己負担限度額）までにとどめ
られます。

「限度額適用認定証」を医療機関で提出することで、入院時の医療費の支払いが自己負担限度額までにとどめられます。

後期高齢者医療制度のながれ
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平成18年度　昭和村人事行政の運営等の状況の公表
この公表は、昭和村人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況
職員数

区　分

技能労務職
合　計

一般職
保健師
栄養士
保育士

一
般
行
政
職

６７
４
１
１０
１７
９９

１
－
－
－
３
４

１
－
－
－
－
１

６７
４
１
１０
１４
９６

平成18年度
当初職員数

平成18年度
退職者数

平成19年度
採用者数

平成19年度
当初職員数

２ 職員の給与の状況
① 1人当たりの支給額 (平成18年4月1日現在) 
区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
技能労務職

４１.１歳
５０.５歳

314,200円
295,400円

④ ラスパイレス指数の状況
※ラスパイレス指数とは、国家公務員給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を表します。
区　分 平成18年度

一般行政職
全国地方公共団体平均98.0    群馬県内市町村平均97.2

93.9
平成17年度
93.5

平成16年度
91.7

平成15年度
95.5

③ 手当制度の状況
手　当　名 支　　　給　　　額　　　等

扶 養 手 当

通 勤 手 当

住 居 手 当
管 理 職 手 当

時 間 外 勤 務 手 当

休 日 勤 務 手 当

特 殊 勤 務 手 当

管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当

宿 日 直 手 当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

寒 冷 地 手 当

退 職 手 当

・配偶者s月13,500円
・その他s月 6,000円
但し、扶養親族でない配偶者を有する職員の扶養親族1人までは月6,500円、配偶者のない場合は
扶養親族1人まで月11,000円
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）
・自動車等で通勤する場合s通勤距離に応じ2,000円～24,500円
・交通機関等を利用して通勤する場合s通勤に要する運賃等の額（定期券代）
・借家等居住s家賃に応じて支給（10,400円上限）
・給料月額×役職に応じた支給率（8％～12％）
（正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給）
・勤務日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深夜は1.5倍）
・週休日における時間外勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
（祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給）
・勤務1時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜は1.6倍）
・伝染病防疫作業 日額350円
・死体等処置作業 日額450円
・課長　　　　　　　１回　7,500円
・参事、課長補佐　　１回　6,000円
・１回 4,200円
・ 6月期　1.4月分（特定幹部職員は1.2月分）
・12月期　1.6月分（特定幹部職員は1.4月分）
・ 6月期　0.725月分（特定幹部職員は0.925月分）
・12月期　0.725月分（特定幹部職員は0.925月分）
・世帯主である職員s扶養親族の有無に応じ10,200円～17,800円（5カ月間）
・その他の職員　7,360円（5カ月間）
・勤続20年 自己都合23.5月分　　勧奨・定年 30.55月分
・勤続25年 〃 33.5月分 〃 41.34月分
・勤続35年 〃 47.5月分 〃 59.28月分
・最高限度額 〃 59.28月分 〃 59.28月分
・その他の加算措置等s定年前早期退職特別加算

② 初任給基準
区　分

一般行政職
技能労務職

大学卒
170,200円
170,200円

短大卒
153,800円
153,800円

高校卒
142,800円
142,800円
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３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間、休憩・休息時間の状況

始業時間

午前8時30分

※平成19年4月1日から休息時間は廃止されました。

午後5時15分 休憩時間…45分間
休息時間…15分間2回

終業時刻
勤　務　時　間

休憩・休息時間 閉　庁　日

日曜日及び土曜日、
祝日、年末年始

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況
（単位：人）

処分内容

分限

処分

懲戒

処分

処分者数 処　分　事　由

区　分 対象職員数 平均取得日数 消 化 率
② 年次有給休暇の導入状況（平成18年1月1日～12月31日）
対象職員数
99人

平均取得日数
11.6日

消 化 率
29.1％

有給休暇

○選挙権その他公民としての権利の行使 ○証人、鑑定
人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団体の議会
その他の官公署への出頭　○骨髄移植のための骨髄液の
提供のため　○社会貢献活動のため　○職員の結婚　○
職員の出産　○職員が生後満1年に達しない子を育てる
場合　○職員の妻の出産　○生理日の休養　○交通機関
の混雑のため妊娠中の職員の健康維持を図る場合　○妊
娠中又は出産後1年以内の職員が保健指導又は健康診査
を受ける場合　○小学校就学の始期に達するまでの子の
看護のため　○職員の親族の死亡　○父母の追悼のため
の特別な行事が行われる場合　○夏季休暇　○地震、水
害、火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損
壊　○地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の事
故等により出勤することが著しく困難な場合　○地震、
水害、火災その他の災害時において、出勤途上における
身体の危険を回避する場合　○その他村長が定める場合

無給休暇 ○介護休暇　○組合休暇

③ 特別休暇の種類

④ その他の休暇・育児休暇の取得状況 （単位：人）
区　分

18年度中に新規取得または
前年度より継続中の職員数

病気休暇

12

介護休暇

－

育児休暇

－

免　職
降　任
休　職
降　給
失　職
免　職
停　職
減　給
戒　告
訓告等

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況
職員研修の実施状況　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　分 受講者数 研　修　内　容　等

一般職員研修
係 長 研 修
自 主 研 修
各種専門研修
その他の研修

４
２
０
９
１

人事評価者研修、分権セミナー等
インターネットで学ぶ入門・法令実務

５ 職員の服務の状況
（単位：人）

区　　　分
命 令 に 従 う 義 務
信用失墜行為の禁止
秘 密 を 守 る 義 務
職務に専念する義務
政 治 的 行 為 の 制 限
争 議 行 為 等 の 禁 止
営利企業等の従事制限

－
－
－
－
－
－
－

違　反　者　数

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況
① 福利厚生制度　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　分 受診者数 内　　　　　容

総 合 健 診
定 期 健 診
合 　 計

８９
４
９3

30歳以上の職員の健康診断
上記以外の職員の健康診断

② 公務災害補償制度　　　　　　　　　　　　（単位：件）
加　入　団　体 件　数

－

災害の概要
地方公務員災害補償基金
群 馬 県 支 部

８ 公平委員会に係る業務の状況
（単位：件）

内　　　　容 要求等件数
勤務条件に関する措置の要求
不利益処分に関する不服申立て
その他

－
－
－

１　実施機関別請求件数及び処理状況
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） （平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

処　理　状　況
公　　開 部分公開 非 公 開 不 存 在

村
教 育 委 員 会
選 挙 管 理 委 員 会
公 平 委 員 会
監 査 委 員
農 業 委 員 会
固定資産評価審査委員会
議 会

平成18年度　昭和村情報公開制度の運用状況
これは、昭和村情報公開条例の規定に基づき公表するものです。

実　施　機　関 請求件数 取り下げ

２ １ １

２　不服申立ての状況

実施機関 備考
０村

不服申立て件数
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６
月

大
河
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

奉
仕
活
動

大
河
原
小
学
校
で
は
６
月
14

日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
奉
仕
活
動

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奉

仕
活
動
は
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
児
童
の
保
護
者
や

先
生
ら
、
お
よ
そ
50
人
が
校
舎

の
内
外
の
清
掃
や
、
校
庭
前

「
せ
せ
ら
ぎ
の
森
」
の
草
刈

り
・
整
備
を
行
ま
し
た
。

「
せ
せ
ら
ぎ
の
森
」
は
、
大

河
原
小
の
児
童
が
理
科
の
授
業

な
ど
で
利
用
し
て
い
る
施
設

で
、
整
備
に
参
加
さ
れ
た
方
々

は
、雨
が
降
る
悪
天
候
の
な
か
、

草
刈
り
や
階
段
の
補
修
作
業
に

汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
村
女
性
消
防
隊
（
沢
浦
典
子
隊
長
）
で

は
、
10
月
25
日
に
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
」
に
向
け
、
日
曜
日
と
水
曜
日
の
週
２
回
、

訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
大
会
は
、「
軽
可
搬
ポ
ン
プ
」
を
用
い
て

行
な
わ
れ
、
ポ
ン
プ
操
法
の
速
さ
と
正
確
さ
を

競
う
も
の
で
、
群
馬
県
代
表
と
し
て
、
本
村
女

性
消
防
隊
の
有
志
８
名
が
参
加
し
ま
す
。

訓
練
は
、
利
根
沼
田
中
央
消
防
署
の
職
員
が

指
導
に
当
た
り
、
村
消
防
団
の
団
員
が
交
代
で

ホ
ー
ス
巻
き
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

６
月
17
日
に
は
、
昭
和
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
訓

練
が
行
な
わ
れ
、
訓
練
に
励
む
隊
員
ら
は
「
優

勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
み

十
分
。
慣
れ
な
い
ポ
ン
プ
の
操
作
や
ホ
ー
ス
の

延
長
動
作
な

ど
に
苦
戦
し

な
が
ら
も
、

利
根
沼
田
中

央
消
防
署
職

員
の
指
導
に

熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま

し
た
。

全
国
大
会
に
向
け
頑
張
っ
て
い
ま
す

軽可搬ポンプの操法について説明を受ける女性消防隊員

関屋工業団地に完成した味の素ファインテクノ㈱群馬工場

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ(

株)

は
６
月
５

日
、
関
屋
工
業
団
地
に
昨
年
７
月
か
ら
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
群
馬
工
場
の
竣
工
を
祝
い
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

工
場
食
堂
内
で
行
な
わ
れ
た
式
典
で
は
、
�

橋
敏
男
社
長
が
「
進

出
の
決
定
に
つ
い
て

は
先
に
工
場
を
立
地

さ
れ
た
キ
ヤ
ノ
ン
電

子(

株)

の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
昭
和
村
や
群
馬

県
の
関
係
者
の
方
々
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
こ
こ
に
無
事
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
社
は
、神
奈
川
県
川
崎
市
に
本
社
を
お
き
、

電
子
材
料
や
機
能
化
学
品
を
柱
に
事
業
展
開
し

て
お
り
、
特
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
板
に
使
わ
れ
る

絶
縁
フ
ィ
ル
ム
の
分
野
で
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

今
回
竣
工
し
た
群
馬
工
場
で
は
、
本
社
工
場

に
つ
ぎ
第
二
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
絶
縁
フ
ィ

ル
ム
の
原
料
と
な
る
ワ
ニ
ス
（
液
状
混
合
物
）

の
世
界
的
需
要
増
に
対
応
し
ま
す
。

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ(

株)

群
馬
工
場
が
完
成

悪天候の中作業をされるPTAの方々

竣工のあいさつをする�橋社長

本番さながらの訓練
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昭
和
村
村
づ
く
り
協
力
委
員
会
（
林
勝
美

会
長
・
池
原
）
は
６
月
30
日
、
村
議
会
議
員
と

協
同
で
望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
（
総
合
運
動
公
園
南

側
入
り
口
付
近
）、
255
ｍ
に
渡
っ
て
サ
ル
ビ
ア

の
苗
お
よ
そ
７
千
本
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
サ
ル
ビ
ア
植
え
は
、
同
委
員
会
が
「
利

根
沼
田
の
玄
関
口
で
あ
る
昭
和
村
を
花
で
飾
ろ

う
」
と
、
平
成
15
年
か
ら
行
っ
て
い
る
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
村
づ
く
り
協
力
委
員
の
他
、
村
長

や
議
員
ら
31
名
が
、
サ
ル
ビ
ア
植
え
に
参
加
、

お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
植
え
付
け
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

昭
和
村
村
づ
く
り
協
力
委
員
会
は
、
村
政
全

般
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
村
民
の
建
設
的

な
意
見
や
要
望
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

組
織
と
し
て
、
平
成
５
年
に
設
置
さ
れ
、
委
員

は
村
長
の
委
嘱
を
受
け
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。ま

た
、
同
委
員
会
は
６
月
25
日
に
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
群
馬
県
よ
り

「
平
成
19
年
度
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

サルビア植えに汗を流す村づくり協力委員会のみなさん

観察会ではホタルの淡い光に歓声が上がりました

東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
ホ
タ
ル
観
察
会
が

６
月
23
日
、
貝
野
瀬
の
川
龍
寺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
う
心
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

東
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
企
画
。「
清
流
の
会
」

の
協
力
を
得
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
４
回
目
。

当
日
は
、
東
小
を

は
じ
め
村
内
各
小
学

校
の
親
子
や
「
清
流

の
会
」
会
員
ら
、
お

よ
そ
170
人
が
参
加
。

観
察
会
会
に
先
立
ち
、「
清
流
の
会
」
理
事

長
で
川
龍
寺
住
職
の
今
�
憲
雄
さ
ん（
滝
久
保
）

が
「
こ
の
ホ
タ
ル
観
察
会
は
、
た
く
さ
ん
の
地

元
の
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

当
日
は
、
戦
時
中
川
龍
寺
に
疎
開
さ
れ
て
い

た
東
京
都
板
橋
区
の
方
か
ら
の
好
意
で
、
カ
レ

ー
の
具
材
の
提
供
が
あ
り
、
参
加
者
に
カ
レ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

食
事
の
後
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
暗
く
な
る

の
を
待
ち
、
生
越
清
水
地
区
の
遊
水
地
で
、
ホ

タ
ル
を
観
察
し
ま
し
た
。

東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ホ
タ
ル
観
察
会
を
開
催

村
づ
く
り
協
力
委
員
会
が
サ
ル
ビ
ア
植
え
を
実
施

倉
沢
　
親
子
が
良
い

歯
　
で
優
良
賞
を
受
賞

「
利
根
沼
田
地
区
母
と
子
の

良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
６
月
８
日
、
利
根
沼
田

県
民
局
で
行
わ
れ
、
本
村
の
倉

沢
芽
久
美
さ
ん
・
悠（
は
る
か
）

く
ん
親
子
（
根
岸
）
が
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

倉
沢
さ
ん
親
子
は
、
今
年
３

月
に
開
催
さ
れ
た
「
よ
い
歯
の

子
と
育
て
た
家
族
の
表
彰
式
」

で
表
彰
さ
れ
た
家
族
の
中
か
ら

本
村
代
表
と
し
て
出
席
。

審
査
で
は
、
歯
牙
、
歯
肉
、

歯
列
の
状
態
や
清
掃
状
況
な
ど

が
入
念
に
見
ら
れ
、
お
母
さ
ん

の
歯
の
状
態
も
審
査
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

観察会の前にカレーで腹ごしらえ

さ
ん

コ
ン

優良賞を受賞した倉沢さん親子



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ

と
い
う
間
の
50
年
」。
そ
う

語
る
の
は
稲
村
喜
八
さ
ん
、

辰
子
さ
ん
ご
夫
妻
。

学
生
の
頃
を
振
り
返
り
、

「
戦
中
戦
後
の
大
変
な
時
代
。

朝
起
き
た
ら
ま
ず
畑
仕
事
、

そ
れ
か
ら
学
校
へ
通
っ
た
」

と
、
喜
八
さ
ん
。
辰
子
さ
ん

は
「
学
校
で
は
竹
を
削
り
、

ス
コ
ッ
プ
代
わ
り
に
し
て
じ

ゃ
が
い
も
を
掘
っ
た
」
そ
う

で
す
。

現
在
、
ご
夫
妻
は
二
人
暮

し
。
お
子
さ
ん
は
家
を
出
ら

れ
、
沼
田
市
や
遠
く
は
日
本

を
離
れ
メ
キ
シ
コ
へ
。
普
段

は
、
家
で
食
べ
る
分
だ
け
の

野
菜
を
育
て
る
、
悠
々
自
適

な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
通
の
趣
味
は
、
愛
車
の

軽
ト
ラ
で
の
ド
ラ
イ
ブ
。

「
よ
い
気
分
転
換
に
な
る
」

と
辰
子
さ
ん
。
喜
八
さ
ん
は

「
ち
ょ
う
ど
良
い
距
離
が
赤

城
山
。
よ
く
二
人
で
行
く
」

そ
う
で
、
今
年
の
５
月
に
も

赤
城
山
に
つ
つ
じ
を
見
に
行

か
れ
た
の
だ
と
か
。

そ
ん
な
お
二
人
に
夫
婦
円

満
の
秘
訣
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
自
分
の
わ
が
ま
ま
を
通
さ

な
い
」
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

結
婚
50
年
、「
昔
が
大
変

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
幸
せ

と
思
え
る
」
と
語
る
二
人
。

「
家
族
が
元
気
な
こ
と
が
幸

せ
。
こ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り

と
生
活
し
て
い
き
た
い
」
と

声
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

稲　村　喜　八さん (74歳)
辰　子さん (74歳)

・永井下

「
今
が
幸
せ
」

（昭和32年４月22日入籍）

いきいきサークル

昭和村ソフトテニス部
代表／関上　亮介

昭和村ソフトテニス部では、小学生から80代の
方までの幅広い年代が一緒にソフトテニスを楽しん
でいます。
練習は毎週水曜日の午後７時30分から行なって

おり、多いときには50名ほどが村総合運動公園の
テニスコートで、それぞれのレベルにあった目標に
向かって汗を流しています。
8月26日（日）には、村内ソフトテニス大会が行

なわれるため、「今は大会に向けての練習をしてい
ます」と代表の関上亮介さん。
興味のある方は、村教育委員会事務局　1２４－

５１２０までお問い合わせください。

「それぞれの目標に向かって、
頑張っています」

49
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ご
意
見

●
四
コ
マ
マ
ン
ガ
が

の
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
。

（
Ｍ
・
Ａ
）

「
み
ん
な
の
オ
ア
シ
ス
」
で

は
、
み
な
さ
ん
の
お
便
り
メ
ー

ル
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
の
つ
い
で
に
ち
ょ
っ

と
一
言
を
頂
け
る
と
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
て

横 坂 　 徹 さん

(21歳・田岸)

社
会
人
に
な
っ
て
自
分
の
ま
わ
り
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

学
生
時
代
と
は
違
い
、
毎
日
同
じ
時
間
に
起
き
る
わ
け
で
は
な

く
な
っ
た
。

休
み
も
不
定
期
で
友
達
と
予
定
が
合
わ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。学

生
時
代
は
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
が
最
近
で
は
休
み
の
日

で
も
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
。

仕
事
を
し
て
い
て
色
々
と
嫌
な
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

仕
事
は
大
変
だ
が
、
そ
こ
か
ら
得
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
う
。

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
成
長
し
て
い
き
た
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
角
田
　
大
地
さ
ん
（
21
歳
・
赤
谷
）
で
す
。

彼は中学時代の同級生で、何を考えているのか掴

み所のない、天然ぽい人です。

最近、よく一緒に遊んでいます。

また一緒に飲みに行きましょう！！

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。

いっぱいアジサイが咲いていました。場所
は赤城原
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清流の会が炭焼き体験を実施

初めての炭焼きに悪戦苦闘するファインズの塾生たち

「清流の会」（今　憲雄理事

長・滝久保）が６月23日、東京

都国分寺市に本校を構える進学塾

「ファインズ」の受講生を迎え、

炭焼き体験教室を行ないました。

この教室は、自然体験を通じた

社会性の育成を目的として、進学

塾「ファインズ」の立ち上げ当初

の４年前から毎年開催されていま

す。

今年はおよそ50人が参加し、

「清流の会」の会員の指導のもと、

炭づくりを体験しました。

赤城林間学園で
ディスクゴルフ大会

村内３小学校の５年生と横浜市

岡村小学校の５年生が６月21日、

望郷ライン沿いのさくらんぼ園

「桜桃園」で、交流会を行ないま

した。

これは、宿泊体験学習で赤城林

間学園を訪れている岡村小学校の

児童と、村の児童の交流を目的に、

糸野瀬さくらんぼ研究会と赤城高

原農業観光協会の協力により、実

施され、今年で３回目となりました。

交流会では、３校を代表して石

井花苗さん（東小）・古市桃子さ

ん（南小）・大竹国光くん（大河

原小）が「なかよく、良い思い出

を作りましょう」と、岡村小の児

童を歓迎。手作り名刺の交換や、

さくらんぼ狩りを楽しみました。

また、同日の午前中に、会場と

なった「桜桃園」の開園式が行な

われたため、子どもたちにさくら

んぼ大福が振る舞われました。

恒例となったさくらんぼの種飛ばし

横浜市と村内の小学５年生が交流

横浜少年自然の家赤城林間学園

では６月９・10の両日、国内デ

ィスクゴルフの公式戦「第１回赤

城オープン」が開催されました。

ディスクゴルフは直径約22㌢

重さ約150㌘のプラスチック製の

ディスクを何投でゴールに入れら

れるかを競うスポーツで、今回の

公式戦は、横浜市から鉄製のゴー

ルを同学園に移設したのをきっか

けに、開催が実現したもの。

10日にはプロの決勝戦とアマ

チュアの大会が行なわれ、国内外

から総勢43人が参加。

参加者は強い雨が打ち付ける

中、林の中や池越えなど自然を生

かした12の公式コースを含む全

18コースに、悪戦苦闘しながら

も、豪快にディスクを投げ飛ばし

ていました。

豪快にディスクを投げ飛ばす参加者

おいしいさくらんぼにみんな大はしゃぎ



子育保育園で保育参観
子育保育園では６月20日、保育園での園児

たちの普段の生活を見てもらおうと、保育参観

を実施しました。

当日は、たんぽぽ組（０～１歳児）からきく

組（５歳児）までの全てのクラスの保護者が保

育園での園児たちの生活を参観。

保育参観後は、各クラスの保護者と担任の保

育士で意見交換会が行なわれました。
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むし歯予防教室を実施

村内３保育園では、６月４日から７日

にかけて、むし歯予防教室を行ないまし

た。これは、６月４日のむし歯予防デー

にちなんで行なわれたもので、第二保育

園では６月６日に実施。

むし歯になりにくいおやつ選びのゲー

ムをするなど、園児たちは楽しみながら

むし歯予防について学びました。また、

年長さん８人は歯科衛生士の山田さんに

よる指導のもと、歯みがきの練習を行な

いました。

第一保育園でいちご狩り

第一保育園では６月15日、鈴木吉行さん（吹張）のい

ちごハウスでいちご狩りを楽しみました。

このいちご狩りは、ご自身のお子さんが子育て支援セ

ンターに通っていたのをきっかけに、鈴木さんの妻・幸

子さんと新木園長の雑談から「園児や子育て支援センタ

ーに通う親子にいちご狩りを楽しんでもらおう」と昨年

から、鈴木さんの好意により無料で行なわれています。

大粒に実ったいちごを前に園児たちは大喜び。その場

で摘んだいちごを食べ「おいしい」と満面の笑みをうか

べていました。

保護者が見守るなか緊張ぎみの園児たち

ゲームで楽しみながらむし歯予防を学習（第二保育園）
おいしいいちごにみ～んな夢中 ちょっとひと休み

〜
お
詫
び
と
訂
正
〜

広
報
し
ょ
う
わ
６
月
号
ス
ポ
ー
ツ
＆
ト
ピ
ッ
ク

ス
、
Ｐ
14
掲
載
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
大
会
の
開
催
日
時
が
５
月
12
日
（
日
）
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
５
月
27
日
（
日
）
の

誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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南小２年生が駐在所で社会学習

パトカーに乗ったよ!!

お巡りさんにいろんな話しを聞きました

南小では６月27日、生活科の授

業で２年生が村を探検、そのうち

５人が駐在所を見学しました。

これは、「まちたんけん」として、

南小学校の近くの商店や公園など

を探検、色々な物を見たり、調べ

たりして、みんなで発表しあうも

のです。

駐在所を訪れた５人は、井田駐

在所長の話に興味津々。お巡りさ

んの使う道具について説明を受け

たり、パトカーに乗ったりと、お

巡りさんの仕事や駐在所について

調べていました。

ザスパ草津が
公式練習

当日は鳥居塚選手やチカ選手らも練習に参加

ザスパ草津が６月21日、村総合

運動公園ふれあいグリーンパーク

で公式練習を行ないました。

当日は、プロサッカー２部リー

グ（Ｊ２）で活躍している主力選

手らが、練習に汗を流しました。

生涯スポーツ講習会を開催

生涯スポーツ講習会が６月30日、村総

合運動公園ふれあいグリーンパークで開

催され、小学生ら15人が参加し「スナッ

グゴルフ」を楽しみました。

「スナッグゴルフ」は、ゴルフの基本

技術を学ぶために考案されたスポーツで、

大人から子どもまでゴルフ未経験者でも

楽しめるスポーツです。

参加した子どもたちは、村体育指導委

員の説明を聞き、初めてのスイングに悪

戦苦闘しながらも、良いショットが飛び

出すと「ナイスショット!!」と声をかけ合

い楽しんでいました。

スナッグゴルフの説明を真剣に聞く子どもたち

若妻会が花植えに汗

村若妻会連絡協議会（加藤由香

会長・中内出）が６月27日、村

総合運動公園多目的グランドと駐

車場の周辺におよそ700株のメラ

ンポジウムを植えました。

当日は、およそ80人の若妻会

員が、作業に参加。中には親子で

参加される方もおり、花植えに汗

を流しました。

作業に汗を流す若妻会員

お花に水をあげよう
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子育て支援センターでいちご狩り
子育保育園の子育て支援センターでは６月８日、保坂　次さ

ん（森下中）のいちごハウスで、いちご狩りを行ないました。

これは、いちご狩りを楽しんでもらおうと、保坂さんの協力

により、通常より安価で行なっており、当日は子育て支援セン

ターに通う11組の親子がいちご狩りに参加。

子ども達は大粒のいちごに大はしゃぎ。お母さん達も「やみ

つきになります」など、いちごの甘い味覚を満喫しました。

高砂大学が白沢町とスポーツ交流
高砂大学（須藤澄子学級長・中宿）では６月29日、村社会体育館で

沼田市白沢町の燦々(さんさん)会とスポーツ交流大会を実施し、村体育

指導委員を講師に「スマイルボウリング」を楽しみました。

「スマイルボウリング」は、ボウリングをアレンジし、投球位置か

らゲートを通過するよう投球し、10本のピンを早く倒すことを競うも

ので、およそ60人が参加したこの日、集中してピンを狙いながら、一

投一投に一喜一憂していました。

大つぶのいちごに参加した親子は大満足

糸井地区で「なんまいだ」

糸井地区では６月中、「なんまいだ（百
万遍）」が行われました。これは、無病息
災を願う儀式として糸井地区に古くから伝
わる行事で、常木地区では22日から24日
にかけて行なわれ、地区の小学１年生から
６年生までの子ども21人が、センボンを持
つ人・鉦（かね）を担ぐ人・数珠を持つ人
に分かれ、地区の家々を練り歩きました。
子どもたちは各家の前で、数珠を握って

輪を作り「なんまいだ、なんまいだ」と元
気よく声をかけ合っていました。

元気よく家々をねり歩く子どもたち（常木地区）

スポーツ少年団が清掃活動
村内のスポーツ少年団に加盟する単位団が、６月23日、

村総合運動公園の清掃活動を行ないました。

当日は、野球２単位団・剣道・柔道２単位団・サッカ

ー・バレーボール・合気道の８単位団から、およそ250

人が清掃活動に参加。

多目的グランドや野球場、ふれあいグリーンパークの

除草作業やゴミ拾いに汗を流しました。

清掃後には、スポーツ少年団の特別協賛事業として、

大塚製薬(株)による「ベストを尽くせる水分補給」と題

した講習が行なわれ、子どもたちに記念品が配られました。

野球場の草むしりをする子どもたち 講習会の様子

よ～く狙って
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村
で
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日

採
用
の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
試
験
申
込
用
紙

に
市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
役
場

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
募
集
区
分

保
育
士

■
採
用
予
定
人
数

若
干
名

■
試
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
者

■
試
験
内
容

一
次
試
験
（
択
一

試
験
）、
二
次
試
験
（
面
接
及
び

作
文
）

■
試
験
日
（
一
次
試
験
）

平
成

19
年
９
月
16
日
（
日
）

■
試
験
会
場

昭
和
村
役
場

■
受
付
期
間

平
成
19
年
８
月
10

日
（
金
）
ま
で

な
お
、
試
験
申
込
用
紙
は
役
場

総
務
課
に
て
交
付
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
在
宅
で
心
身
障
害
児

（
者
）
を
介
護
し
て
い
る
保
護
者

が
、
病
気
や
事
故
・
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
で
一
時

的
に
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
と

き
、
介
護
を
お
願
い
で
き
る
制
度

「
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
登
録

介
護
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
必
要
な
資
格

保
育
士
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
保
健
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法

士
、
教
諭
、
作
業
療
法
士
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

■
介
護
内
容

食
事
、
排
せ
つ
、

衣
類
着
脱
、
入
浴
な
ど

■
介
護
対
象
者

在
宅
の
知
的
障

害
・
心
身
障
害
児
（
者
）、
65
才

未
満
の
重
度
身
体
障
害
者

■
預
か
り
場
所

対
象
者
ま
た
は

介
護
者
の
自
宅

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉

係
ま
で

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
方

と
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
方
が
入
院
さ

れ
る
場
合
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
と
、
一
ヶ
月
当

た
り
の
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
７
月

31
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
方
も
再
度
申
請
を

行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
保
険
係

ま
で介

護
保
険
で
は
、
要
介
護
（
支

援
）
認
定
を
受
け
た
方
が
住
宅
の

改
修
申
請
を
す
る
と
、
費
用
（
１

住
居
に
つ
き
限
度
額
20
万
円
）
の

保
育
士
を募

集
し
ま
す

総
務
課
　
内
線
13

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
申
請
を

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

ご
存
じ
で
す
か
介
護
保
険

の
住
宅
改
修
制
度

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

心
身
障
害
児(

者)

生
活
サ

ポ
ー
ト
の
登
録
者
募
集

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

村では、10月７日（日）に行なわれる「第10回昭
和の秋まつり」で、料理アイデアコンテストを実施
します。あなたの得意なこんにゃく・野菜料理をぜ
ひご応募ください。
■募集期間 平成19年８月24日（金）まで
■応募資格 どなたでも参加できます
■募集内容 ①こんにゃくをメインに使った料理②
村で採れた野菜を３品以上メインに使った料理で、
いずれもデザートを含みジャンルは問いません。
■応募方法 料理名・レシピ（材料は４人分を目安）
などを記入した用紙を役場企画課まで、ご提出くだ
さい。なお、応募用紙については、役場企画課で配
布しています。
■審査方法 ▽一次審査、書類による審査により15
点を選定（10月7日の昭和の秋まつりで料理を出展
して頂きます。）
■その他 二次審査に進んだ方には９月10日前後に
ご連絡を差し上げます。
詳しくは企画課地域振興係（内線30）まで

選挙当日に、投票に行けない場合は、下記の期間、投
票する事ができます。
■期間 群馬県知事選挙　７月６日(金)～７月21日(土)

参議院議員通常選挙 ７月13日(金)～７月28日(土)
※７月13日（金）～７月21日（土）は両方の期日前投票ができます
■投票場所 昭和村役場庁舎前　期日前投票所
■投票時間 午前８時30分～午後８時

■群馬県知事選挙期日（投票日）
７月22日（日）

■参議院議員通常選挙期日（投票日）
７月29日（日）

■投票時間
第1･2･5･6投票所　午前７時～午後８時
第3･4･7･8投票所　午前７時～午後７時

入場券は、群馬県知事選挙が 緑色
参議院議員通常選挙が 赤色

ですので確認の上、投票所へお持ちください。

料理アイデアコンテストの参加者を募集群馬県知事選挙
参議院議員通常選挙 のお知らせ

期日前投票
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■もんだい
利根沼田ポンプ操法競技会が６月３
日に行なわれました。昭和村は、昨年
に続き今年も小型ポンプの部で優勝を
飾りました。
それでは問題です。今年小型ポンプ
の部で優勝したのは第○分団でしょう
か？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝８月１日(水)。s発表＝８月号「広報
しょうわ」。s答えは必ずハガキに書き、下記要領
で応募してください。

u６月号のクイズの答えは、「31組」でした。
応募総数は４通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

卆
寿
な
る
吾
れ
も
一
緒
に
筋
ト
レ

に歩
め
ば
初
夏
の
風
の
さ
は
や
か

林
　
み
よ

通
院
の
道
す
が
ら
な
る
家
い
え
も

す
べ
て
見
慣
れ
し
ふ
る
里
の
如

川
端
　
も
と

苗
植
ゑ
し
汗
を
拭
へ
ば
ひ
と
と
き

を水
田
に
映
る
子
持
山
見
ゆ

林
　
千
恵
美

黄
の
月
と
火
の
見
櫓
の
青
き
灯
が

並
ん
で
見
え
る
枕
辺
の
窓

和
南
城
　
き
の
江

純
白
の
ド
レ
ス
を
装
う
孫
に
添
ひ

息
子
は
静
か
に
静
か
に
進
む

林
　
マ
ス

海
を
背
に
し
て
啄
木
の
短
歌
三
首

太
く
刻
ま
る
歌
碑
の
建
ち
を
り

堤
　
み
ゑ

生
か
ら
夏
は
来
る
ら
し
夏
服
に

輝
く
顔
は
さ
っ
そ
う
と
し
て

唐
木
　
美
智
子

街
行
け
ば
衣
装
変
へ
た
る
マ
ネ
キ

ン
は

夏
モ
ー
ド
な
り
ウ
イ
ン
ド
ま
ぶ
し

須
藤
　
澄
子

黒
み
ゆ
く
一
鍬
ご
と
の
春
畑
に

白
き
馬
鈴
薯
一
つ
出
で
た
り

林
　
と
み
子

霧
晴
れ
て
視
界
豊
け
し
高
原
に

れ
ん
げ
つ
つ
じ
は
真
紅
に
燃
ゆ
る

中
村
　
敏
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

花
の
風
土
間
に
通
し
て
農
昼
餉

林
　
町
子

武
者
人
形
飾
り
話
す
わ
孫
の
こ
と

坂
田
　
保
男

ね
ん
ご
ろ
に
母
は
端
午
の
飾
り
付

け
　
　
　
　
　
　
大
河
原
　
一
郎

春
風
や
気
の
向
く
ま
ま
の
歩
幅
か

な
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
仁
作

未
知
の
夢
鯉
に
た
く
せ
る
初
節
句

梅
沢
　
ま
つ

雀
ら
も
負
け
ず
に
飛
ぶ
や
吹
き
流

し
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
　
澄
子

孫
揃
ひ
背
丈
く
ら
べ
る
端
午
の
日

新
木
　
武
治

何
時
か
ら
を
余
生
と
言
う
や
春
野

行
く
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
亀
男

★蜂須賀　　　光　 ( ７歳)

★青　木　麻由美　 ( 10歳)

生 　 越

生 　 越

応募規定

９
割
に
相
当
す
る
金
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
対
象
は
手
す
り
の
取
り

付
け
、
段
差
の
解
消
な
ど
で
す
。

介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改
修
は

『
事
前
申
請
制
』
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
改
修
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
工
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

農
産
物
の
安
全
、
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
農
薬
の
適
正
使
用
や

農
薬
の
飛
散
防
止
に
地
域
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農
薬
適
正
使
用
に
つ
い
て

各
農
薬
の
ラ
ベ
ル
記
載
事
項
を

購
入
・
使
用
時
に
必
ず
確
認
し
、

次
の
と
お
り
農
薬
使
用
基
準
を
守

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
記
録
に

関
す
る
相
談
に
お
応
え
す
る
た

め
、
次
の
日
程
で
臨
時
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
24
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所

昭
和
村
役
場
　
第
二
会

議
室

■
相
談
に
必
要
な
も
の

▼
年
金

手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
紛
失
さ
れ
た
場
合
に
は

運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
）
▼
代
理
の
方
が
相

談
さ
れ
る
場
合
は
依
頼
状

厚
生
年
金
の
加
入
歴
が
あ
る
方

は
職
歴
の
メ
モ
を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
確
認
が
容
易
に
で
き
ま
す
。

年
金
記
録
に
関
す
る

臨
時
相
談
窓
口
を
開
設

農
薬
を
使
う
前
に

も
う
一
度
確
認
を

産
業
課
　
内
線
34

る
こ
と

▼
適
用
作
物
以
外
に
使
用
し
な
い

▼
定
め
ら
れ
た
使
用
量
・
濃
度
を

超
え
て
使
用
し
な
い
▼
定
め
ら
れ

た
使
用
時
期
以
外
に
使
用
し
な
い

▼
農
薬
に
含
ま
れ
る
有
効
成
分
ご

と
の
総
使
用
回
数
を
超
え
て
使
用

し
な
い

農
薬
飛
散
の
防
止
に
つ
い
て

農
薬
の
散
布
時
に
隣
接
す
る
畑

へ
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
と

お
り
対
策
を
講
ず
る
こ
と

▼
風
向
風
力
に
注
意
す
る
▼
散
布

圧
力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
▼
適
切
な

ノ
ズ
ル
の
使
用
▼
散
布
器
具
に
前

回
使
用
し
た
農
薬
が
残
っ
て
い
な

い
か
確
認
す
る
▼
使
用
記
録
を
残

す
▼
生
産
者
同
士
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
農
薬
の
散
布
状
況
を
確
認

す
る
▼
緩
衝
地
帯
、遮
蔽
シ
ー
ト
、

遮
蔽
作
物
等
の
設
置

年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ



▼
試
験
内
容

一
次
試
験
（
適
性

検
査
・
一
般
常
識
・
作
文
）、
二

次
試
験
（
体
力
検
査
・
面
接
）

▼
試
験
日
（
一
次
試
験
）

平
成

19
年
10
月
14
日
（
日
）

▼
試
験
場
所

利
根
沼
田
県
民
局

▼
受
付
期
間

平
成
19
年
８
月
27

日
か
ら
９
月
20
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
文
化

会
館
内
　
利
根
沼
田
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
事
務
局
　
1
２

２
―
３
６
９
１

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず

か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
で
き

る
よ
う
、
個
人
向
け
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
救
命
講
習
会
で

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器：
け
い
れ
ん
し
た
状
態
（
心

室
細
動
）
に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
正
常
な
リ

ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
）

講
習
も
行
な
い
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
受
講
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

８
月
26
日(

日)

午
前

９
時
か
ら

▼
場
所

利
根
沼
田
広
域
中
央
消

防
署
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最
低
賃
金
制
度
は
、
使
用
者
が

最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
国
の
定
め

た
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
制
度
で
す
。

最
低
賃
金
は
、
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
１
日
発
効
の
群

馬
県
最
低
賃
金
は
時
間
額
654
円
で

す
。（
※
特
定
の
産
業
に
は
、
産

業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。）

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
　
1
０
２
７
―
２

１
０
―
５
０
０
５
ま
で

平
成
19
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

平
成
19
年
８
月
７
日

（
火
）
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場

昭
和
村
役
場
２
階
第
２

会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
1
２
３
―
４
１
１
１

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
平
成
20
年
４
月
１

日
採
用
の
消
防
士
を
募
集
し
ま

す
。

▼
採
用
職
種

消
防
士

▼
採
用
予
定
人
数

若
干
名

▼
受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
　
②

身
長
160
㎝
以
上
で
体
重
50
㎏
以

上
、
胸
囲
が
身
長
の
お
お
む
ね
２

分
の
１
以
上
の
者
　
③
矯
正
視
力

を
含
む
視
力
が
両
眼
で
0.7
以
上

（
一
眼
で
0.3
以
上
）
の
色
覚
が
正

常
な
者
　
④
聴
力
が
左
右
と
も
正

常
で
あ
る
者

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

平
成
19
年
度
自
衛
官
募
集

説
明
会
を
開
催

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

普
通
救
命
講
習
の
参
加
者

を
募
集

◆
利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

群
馬
県
の
最
低
賃
金
は

654
円
で
す

◆
群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部

▼
募
　
集

利
根
沼
田
広
域
消
防
の

消
防
士
を
募
集

◆
利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

おまわりさんからのお知らせ

青少年の非行・犯罪被害を防ぎましょう
夏休みの始まるこの時期、少年による万引きなど

の非行、女子中高生が出会い系サイトやテレホンク

ラブを利用し、性的被害に遭うケースが後を絶ちま

せん。

非行を助長する様な雑誌やインターネットによる

有害情報から、地域ぐるみで青少年を守りましょう。

～お願い～

○保護者の方へ…家族の語らい・ふれあいを大切に

して、子どもの生活の変化・非行の兆候に注意し、

しかるときはしかり、褒めるべき時は褒めてあげま

しょう。

○青少年のみなさんへ…悪い誘惑に負けない強い意

志と他人を思いやる優しい心を持ち、社会の一員で

あることを自覚しましょう。

○村民のみなさんへ…大人として、子どもたちに

「声かけ、語りかけ」を行なうことが大切です。『地

域の子どもは、地域で守り育てる』村民総ぐるみで

青少年の健全育成に努めましょう。



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じま
す。◆日時：８月７日（火）、午
後１時３０分～４時、◆会場：役
場会議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：７
月３１日（火）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：８月３
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時◆相談専用電話０２
７－２３１－４４８８

国民健康保険税２期、水道料１
期、下水道使用料２期は７月３１
日（火）が納期です。完納にご協
力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

1 9

わが村の人口

人　口　7,867人　(＋４)
男　　3,892人　(＋１)
女　　3,975人　(＋３)

世帯数　2,262世帯(＋５)
※（ ）内は前月比

７月１日現在（住民基本台帳人口）

▼
申
込
方
法

中
央
消
防
署
で
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
付
（
電
話
に
よ
る
申
込
可
、
土

日
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
締
切

８
月
24
日(

金)

※
た
だ

し
、
申
し
込
み
定
員
30
人
に
な
り

次
第
締
め
切
り

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署

1
２
４
―
１
７
３
４

▼
期
間

平
成
19
年
９
月
２
日
〜

平
成
20
年
１
月
中
旬
ま
で

▼
場
所

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

▼
講
座
内
容

①
講
義
58
時
間

②
実
技
講
習
42
時
間
　
③
実
習
30

時
間

▼
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
及
び
寡
婦

▼
定
員

30
名

▼
参
加
費

５
５
　
５
０
０
円

（
教
材
費
込
み
、
分
割
可
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
母
子
家
庭
の
母

又
は
寡
婦
の
別
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
研
修
参
加
希
望
」
と
明
記
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
切

８
月
20
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
１
―
０

８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
13
―
12
群

馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５

階
（
財
）
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
　
1
０
２
７
―
２
５
５
―

６
６
３
６

就
業
に
有
利
な
資
格
取
得
や
技

能
取
得
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

10
月
〜
11
月
の
日
曜
８

回
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

中
央
総
合
学
院
（
前
橋

市
古
市
町
１
―
49
―
１
）

▼
講
習
内
容

W
o
rd

・E
xcel

共

に
20
時
間
（
初
級
〜
中
級
程
度
）

▼
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
及
び
寡
婦

▼
定
員

20
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費

４
　
２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
の
み
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
母
子
家
庭
の
母

又
は
寡
婦
の
別
、
会
場
名
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▼
締
切

９
月
７
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
１
―
０

８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

５
階
　
（
財
）
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会
　
1
０
２
７
―
２
５

５
―
６
６
３
６

６
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

森
下
下
　
関
上
　
斗と

羽わ

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
13
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
　
沢
　
阿
部
　
た
け
さ
ん

101
歳
　
６
月
10
日
没

吹
　
張
　
林
　
　
久
明
さ
ん

84
歳
　
６
月
13
日
没

上
内
出
　
登
坂
　
信
雄
さ
ん

82
歳
　
６
月
14
日
没

三
ツ
谷
　
渡
辺
　
儀
男
さ
ん

79
歳
　
６
月
15
日
没

新
木
　
　
一
さ
ん

87
歳
　
６
月
17
日
没

大
河
原
　
�
�
　
か
め
さ
ん

99
歳
　
６
月
19
日
没

生
　
越
　
林
　
　
　
操
さ
ん

70
歳
　
６
月
21
日
没

伏
　
田
　
竹
之
内
志
ん
江
さ
ん

75
歳
　
６
月
22
日
没

宮
内
　
�
治
さ
ん

75
歳
　
６
月
23
日
没

赤
　
谷
　
尾
池
　
忠
夫
さ
ん

81
歳
　
６
月
28
日
没

根
　
岸
　
倉
澤
　
品
治
さ
ん

82
歳
　
６
月
29
日
没

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

橡
久
保

南
　
部

赤
城
原

第
　
一

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

勇
　
真

真
　
紀

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
研
修
参
加
者
募
集

◆
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集

◆
群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

，

，

訂
正
と
お
詫
び

広
報
６
月
号
・
Ｐ
21
の
う
ぶ
ご
え

で
、「
根
岸
・
倉
澤
　
愛
琉
く
ん
」
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
根
岸
・
倉
澤
　
愛
琉
ち
ゃ
ん
（
女
の

子
）」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。




